
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 庄 和 高 等 学 校 ） 

目 指 す 学 校 像 自分色に輝き、社会で活躍できる人材を育成する学校 ～Color your future！（生徒の未来を彩る）～       

        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 自らの将来に対して主体的に考える力を養い、きめ細かい進路指導を通して、質の高い進路目標を

設定させ、個々の希望進路の実現に向け粘り強く取り組ませる。 

２ 学習環境を整備し、工夫された授業を通して、生徒の学習意欲を喚起し、主体的に学習する態度

と、進路実現のための真の学力を身につけさせる。 

３ 学校行事や部活動、探究活動、国際交流などを通して成功体験を積み、社会性や協調性を身につ

け、世界的視野を持たせ、より高い目標にチャレンジできるたくましい精神を育む。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   

出席者 学校関係者    名 

    生徒       名 

    事務局(教職員)  名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ 月 日 現 在 ）  実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

＜現状＞ 

○生徒の主体的な進路決定に資する観点か

ら、３年間を見据えた進路指導行事及び進

路学習が計画的に行われている。 

○各教科及び就職支援アドバイザーとの連携

し、個別に丁寧な対応がなされている。 

＜課題＞ 

●身近な範囲に進路目標を早期に置いてしま

う生徒の傾向に対して、安易な妥協をせず

意欲的に進路決定まで挑戦しようとする主

体性を体系的に育成すること。 

●生徒への早期の体系的指導を実現するた

め、教員の持続可能な指導体制の整備。 

○生徒が主体的に自

らの進路を考える

態度を醸成し、生

徒全員が自ら納得

して選択した進路

に進めるよう組織

的に支援する。 

○生徒が進路目標に

妥協せず、自己の

可能性を追求する

よう支援する。 

①大学・企業等による模擬

授業・説明会等、職業に

関するガイダンス等の進

路行事を通して、広い視

野から、生徒に様々な進

路選択肢を考えさせる。 

②進路活動等における生徒

の記録等の蓄積を、面談

や進路指導に活用する。 

③進学講習受講や外部模試受

験を奨励しながら、一般入

試出願も視野に入れらるよ

うな支援を工夫する。 

➀進路活動等に参加する生

徒の意欲や関心に変化が

見られたか。（提出物お

よび生徒アンケート）。 

②蓄積された生徒の記録や

感想や面談等での活用に

より生徒の変容が見られ

たか。（記録等） 

③進学講習、外部模試への

参加数、大学入学共通テ

ストや一般入試への出願

数が増加したか。（実績

等） 

 

 

 

 

 

２ 

＜現状＞ 

○Google Classroom 等のアプリを活用した

授業及び教育活動が行われている 

○全教員による相互の授業見学、授業研究会

を実施し、授業力の向上を図っている。 

＜課題＞ 

●ICT を効果的に活用しながら対話的活動や

試行錯誤を伴う学習の更なる充実や、教員

の授業改善から生徒の主体的な学びが引き

出され、その効果を実感できるような工夫 

●生徒が学習習慣を主体的に形成することを

支援する仕組みの整備 

○ICT を活用した授

業方法を研究し、

教員の授業力向上

のための研修等に

よる授業改善を図

ることで生徒の主

体性を育成する。 

○生徒の学習意欲を

喚起し、主体的に

学習する態度を身

に付けられるよう

工夫する。 

①授業での ICT 活用事例を

共有し、活用環境を整え

て授業を効果的に行う。 

②授業公開週間を複数回実

施し、研修等を企画する

ことで授業改善を図る。 

③生徒が学習する態度や習

慣について主体的に振り

返ったり、調整しようと

することができるような

機会を設定する。 

① 授業における生徒の思考

力・判断力・表現力等や

主体性に係る変容が見ら

れたか（提出物および生

徒アンケート） 

②授業改善の成果を生徒が

実感できたか。（生徒ア

ンケート等） 

③生徒の主体的に学習する

態度や習慣に係る変容が

見られたか（生徒アンケ

ート等）。 

 

 

  

３ 

＜現状＞ 

○学校行事等への生徒の主体的な取組みによ

り、多様な学習機会を通じて社会性を培っ

ている。 

○国際交流事業として台湾の姉妹校との交流

を令和６年度に引き続き実施している。 

＜課題＞ 

●生活の基礎となる規範意識やマナーの定着

や多様な学習機会への啓発等、自律した生

徒の育成に向けた継続的、効果的な指導体

制の整備や工夫 

●探究学習や国際交流学習、地域と連携した

学びを効果的に実践するための環境整備。 

●傷病等の緊急事案に備える危機管理体制や

教職員研修の充実等による緊急時の組織的

対応に向けた環境整備 

○地域等と連携しな

がら、校内外の

様々な活動に主体

的に取り組ませ、

社会性やチャレン

ジ精神等、生徒の

主体性を組織的に

育む。 

○学校内外における

自律的な規範・マ

ナーの意識を高め

させる。 

○生徒の安全を最優

先し、傷病等の緊

急対応に迅速に対

応する 

①生徒が主体的に各部活

動・学校行事に参画さ

せ、地域等と連携した校

内外の様々な活動への積

極的な参加を促す。 

② 規範意識やマナーの意義

を生徒に考えさせ、自律

的な変容を促すような指

導を工夫する。 

③探究活動や国際交流活動

において効果的な内容を

企画・調整する。 

④緊急対応に迅速に対応す

るべく、必要な体制・環

境の整備を進める。 

① 部活動や学校行事、地域

等と連携した校内外の諸

活動に対して生徒が積極

的に活動したか。（生徒

アンケート等） 

② 生徒の学校内外における

自律的な規範・マナーの

意識が高まったか（対応

件数等） 

③ 探究活動及び国際交流活動

に生徒が主体的に参加し、

興味関心や理解が深まった

か。（生徒アンケート） 

④ 傷病等の緊急対応に迅速

に対応できたか。（対応

状況の記録等） 

 

 

  

 


